
平成１７年４月 

会員各位 

（社）日本オペレーションズ・リサーチ学会 中国・四国支部 

支部長 海生 直人 

平成１６年度中国・四国支部総会・決算報告 

並びに平成１７年度事業計画，収支予算送付の件 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます． 

当支部につきましては，日ごろ格別のご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上げます． 

さて，去る３月２８日「平成１７年度定期総会」を広島大学東千田校舎において開催し，

標記につき審議承認されましたので，ここに同書類を同封にてお届けいたします． 

 

審議・報告事項 

１．平成１６年度支部事業報告（資料１） 

２．平成１６年度決算報告と監査報告（資料２） 

３．平成１６年度支部シンポジウム事業・会計報告（資料３） 

４．平成１６年度支部研究部会事業・会計報告（資料４） 

５．平成１６年度支部関連事業・会計報告（資料５） 

６．平成１７年度支部役員の選出（資料Ａ） 

７．平成１７年度事業計画および予算（資料Ｂ） 

 

つきましては，なにとぞご高覧のうえ，今後一層のご協力，ご支援の程お願い申し上げま

す． 

敬具 
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平成 16 年度事業報告 
 
総会（１回） 

第１回 日時：平成 16年 3月 29日（月）14:40 ～ 15:40 
    会場：広島大学東千田総合校舎 (広島市中区東千田町) 
    議題：(1) 平成 15年度事業報告・決算報告 
       (2) 平成 16年度支部役員選出 
       (3) 平成 16年度事業計画・予算計画 
 
運営委員会（２回） 

第１回 日時：平成 16年 3月 29日（月）13:40 ～ 14:40 
    会場：広島大学東千田総合校舎 (広島市中区東千田町) 
    議題：(1) 平成 15年度事業報告・決算報告 
       (2) 平成 16年度支部役員選出 
       (3) 平成 16年度事業計画・予算計画 
第２回 日時：平成 17年 1月 21日（金）17:00 ～ 18:00 
    会場：日本料理「吉水」（広島市中区大手町） 
    議題：(1) 平成 16年度支部活動報告 
       (2) 平成 17年度事業計画案 
 
支部懇親会（２回） 

第１回 日時：平成 16年 3月 29日（月）18:00 ～ 20:00 
    会場：日本料理「吉水」（広島市中区大手町） 
第２回 日時：平成 17年 1月 21日（金）18:00 ～ 20:00 
    会場：日本料理「吉水」（広島市中区大手町） 
 
講演会（４回） 

第１回 日時：平成 16年 3月 29日（月）15:40 ～ 17:00 
    会場：広島大学東千田総合校舎 (広島市中区東千田町) 
    演題：自動車部品相互補完システムについて 
    講師：平木 秀作 氏 (広島修道大学) 
第２回 日時：平成 16年 7月 9日（金）15:00 ～ 16:00 
    会場：広島大学経済学部 102 中会議室 
    演題：Alternative Randomization for Valuing American Options 
    講師：木村 俊一 氏（北海道大学大学院経済学研究科） 
    共催：広島大学金融工学プロジェクト研究センター 
第３回 日時：平成 16年 10月 22日（金）15:00 ～ 17:00 
    会場：広島大学経済学部 102 中会議室 
    演題：償還条項のあるアメリカン・オプションの評価とその応用 
    講師：澤木 勝茂 氏（南山大学数理情報学部） 
    共催：広島大学金融工学プロジェクト研究センター 
    協賛：日本オペレーションズ・リサーチ学会中国・四国支部研究部会 
       「アシュアランスモデルとその応用」 
第４回 日時：平成 16年 11月 17日（水）14:50 ～ 16:20 
    会場：広島修道大学 7 号館学術ホール 
    演題：知財立国の光と影 
    講師：今野 浩 氏（中央大学理工学部） 
    共催：広島修道大学経済科学会 
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シンポジウム（２回） 

第１回 「サプライチェーンとＯＲ」 
    日時：平成 16年 11月 5日（金）13:00 ～  
    会場：マツダ教育センター 
    実行委員長：上野 信行（広島県立大学） 
第２回 「信頼性工学」 
    日時：平成 17年 2月 10 日（木）14:00 ～17:00 
    会場：鳥取大学工学部 
    実行委員長：山田 茂（鳥取大学） 
 
研究部会（３部会） 

１．アシュアランスモデルとその応用 (新規) 
  主査：土肥 正 
  幹事：岡村 寛之，林坂 弘一郎 
２．次世代ロジスティックス＆サプライチェーン (２年目) 
  主査：上野 信行 
  幹事：錦織 昭峰，奥原 浩之 
３．プロジェクトマネジメントと最適化 (新規) 
  主査：山田 茂 
  幹事：小柳 淳二，得能 貢一，佐藤 毅 
 
支部関連活動 

 
国際会議「2004 Asian International Workshop on Advanced  
     Reliability Modeling (AIWARM2004)」 
  日時：平成１６年８月２６日～２７日 
  場所：広島修道大学 
  名誉委員長：海生 直人（広島修道大学） 
  実行委員長：土肥 正（広島大学），Won Young Yun（釜山国立大学） 
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（社）日本オペレーションズ・リサーチ学会 中国・四国支部  

平成16年度会計報告書  

自 平成16年3月1日  

至 平成17年2月28日  

平成16年度収支決算書  

予算   決算   備考   

〔収入の部）  

本部交付金   353，020   353，020  

普通預金利息   20   

収入合計   353，040   353，031  

〔支出の部）  

会議費   100，000   65，500  

吉割寅会費   100，000   80，000   

通信費   60，000   21，調0   

交通費   100，000   0   

事務費   30，000   525   

シンポジウム費   120∫000   100，000   

研究部会費   120，000   120，000   

協賛費   300，000   200，000   

予備費   13，458   0   

支出合計   943，45日   5日7，405  

当期運営残高  △23も374  

前期繰越金  590，41∈≒   

次期繰越金  356，044   

貸借対照表  平成17年2月28日現在  

借方  貸方   

現金  0  590，418  

預金  356，044   

当期運営残高  △234，374   

合計   356，044  合計   356，044   

会計帳簿，領収書，通帳，残高証明書等を監査Lた結果，適切に処理されていることを確  

認致LまLた．   
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自　平成１６年３月１日
至　平成１７年２月２８日

番号 日付 科目 摘要 収入 支出 残高 備考

0001 H16.3.1 繰越 前期繰り越し 590,418 590,418
0002 H16.3.4 事務 残高証明書発行手数料 525 589,893
0003 H16.3.8 通信 郵送代 80 589,813
0004 H16.3.15 利息 利息 6 589,819
0005 H16.3.29 講演会 講演謝金 20,000 569,819 平木秀作氏
0006 H16.3.29 研究部会 「アシュアランスモデルとその応用」研究部会費 40,000 529,819 主査：土肥正
0007 H16.3.29 研究部会 「プロジェクトマネジメントと最適化」研究部会費 40,000 489,819 主査：山田茂
0008 H16.3.29 研究部会 「次世代ロジスティック＆サプライチェーン」研究部会 40,000 449,819 主査：上野信行
0009 H16.3.29 会議 支部懇親会補助 34,000 415,819 日本料理「吉水」
0010 H16.4.23 通信 総会資料送料@140×39 5,460 410,359
0011 H16.5.13 交付金 支部運営費 353,020 763,379
0012 H16.6.2 協賛 国際会議AIWARMへの協賛 200,000 563,379 実行委員長：土肥正
0013 H16.7.9 講演会 講演謝金 20,000 543,379 木村俊一氏
0014 H16.9.13 利息 利息 5 543,384
0015 H16.10.22 講演会 講演謝金 20,000 523,384 澤木勝茂氏
0016 H16.10.28 シンポジウム シンポジウム費 60,000 463,384 実行委員長：上野信行
0017 H16.10.28 通信 現金書留送料 600 462,784 補償額60,000
0018 H16.11.12 通信 郵送代 80 462,704 領収書送付
0019 H16.11.17 講演会 講演謝金 20,000 442,704 今野浩氏
0020 H17.1.21 会議 支部懇親会補助 31,500 411,204 日本料理「吉水」
0021 H17.2.10 シンポジウム シンポジウム費 40,000 371,204 実行委員長：山田茂
0022 H17.2.10 通信 郵送代 80 371,124 領収書送付
0023 H17.2.24 通信 郵送代 80 371,044 本部へ報告書送付
0024 H17.2.24 通信 往復ハガキ@100×150 15,000 356,044 総会案内用

（社）日本オペレーションズ・リサーチ学会　中国・四国支部
平成１６年度会計明細
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平成16年度支部シンポジウム「サプライチェーンとOR」実施報告  

主査：上野信行（広島県立大学）  

幹事：錦織昭峰 は島県立大学）  

奥原浩之（広島県立大学）  

日時：平成16年11月5日（金〕13：00～  

場所：マツダ教育センター  

演題：顧客主導型ビジネスモデル〔CS肝）の概念と  

それを実現する新生産管理システム〔APS）の職能と導入事例  

講師：中野一夫、野本真輔（株式会社構造計画研究所〕  

演題：マスカスタマイゼーション対応のサプライヤー生産管理システム  

講師：上野信行、古田恭三、奥原浩之（広島県立大学経営学部）、  

渋木宏明、伊場田賢治（マツダ株式会社）、  

倉本敏明、寺迫耕拍〔株式会社ワイエヌエス）  

演題：自動車部品製造における新しい生産方式の導入  

講師：中川良司（住野工業株式会社）  

参加者：約60名  

2．収支報告  

収入  支出   

科目   金額   科目   金額   

支部交付金   60，000  講演会謝礼（講演2件〕  40，000  

（＠20，000円X2人）  

草生アルバイト代  20，000   

〔㊥5，000円X4人）  

合計   60，000  合計   60，000   

尭J、肯定」魯  

藻塩卓二軸⑳   
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「信頼性工学」シンポジウム  

日時：平成17年2月10日（木）14：00～17：30  

場所：鳥取大学工学部大学院棟ヱ階ゼミナール重（SCS教室）  

共催：日本OR学会中国・四国真部「プロジェクトマネジメントと最適化」研究部全  

役援：鳥取大学産官学連携推進機構「情報・通信」研究領域  

No．   演詣   講師   

NoIIParametricT由tsfbrD亡teCtingGr巳ater   Don昌一HoPAIiK  

Rcsidl】a】LifeTime6   肝rDfe貼叫Hal1ymUnivcrsity）   

BehaviomlAna】ysisor且F乱t山一Tblera山   KoichiroRINSAKA  
ユ  
Softw且陀Syst亡mWitllRejl］V巳natjoIl   （HiroshimaUniversity）   

AB叩eS拍mM∈山od0月Adap血巳S巳quen扇al   打巳巳－SooEIM  
3  
PrevEntiveMaintenan亡ePo）icy   （CロntraCtProfヒss町ChosunUr）jv亡rSi（y）   

ComparisonofSoftwareReliabi］ity   YbshjnobtlTAMURA  

4       A占SeS毘men（MethodsforaJlXft已OpeT）Sourcc  

翫航w且陀SystEm   

ARelationshipofFaiIur亡RateandMElaJl   K）Ⅶn壬；H叩nNAM  
5  

R亡SidualLif岳   （Proftssor，KyonggiUniv巳rSity）   

会計報告  

収入  支出   

科目   金額   科目   金額   

・支部交付金   40，000  ・講師研究資料作成費   ユ5，000  

・共同開催費   15．000  拍5．000X5人）   

亡「プロジェクトマネ  ・学生アルバイト謝金   5，000  

ジメントと最適化」  旭5，DOOXl人）   

研究部会）  ・会諸費（懇親会費援助）   ユ5，080  

合計   55，000   合計   55．000   

丘
八
 
女
月
 
 

一
工
月
牛
 
：
山
・
 
 

東
風
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2．収支報告  

収入  支出   

科眉   金額   科個   金額   

支部交付金   40，00ロ  研究会資料作成費  30，000  

（唾10，000X講師3名〕  

協賛費  10，000   

合計   40，000  合計   40，000  
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平成16年度「次世代ロジスティックス＆サプライチェーン」研究部会活動報告  

主査：上野信行（広島県立大学J  

幹事：錦織昭峰く広島県立大学）  

奥原浩之（広島県立大学）  

1．研究部会実施報告  

第1回  

日時：平成16年8月11日（水〕14：00、  

場所：（株〕エネルギア・コミュニケーションズ 小網オフィス  

音寅題： ロジスティクスについて  

講師：錦織昭峠（広島県立大草経営学部経営情報学科〕  

演題：BPM（：Business Process Management）最新事情  

講師：大川原∴文明〔IDSシェアー・ジャパン株式会社）  

参加者：約40名  

第2回  

日時：平成17年2月4日（金）15：00～  

場所：〔株）エネルギア・コミュニケーションズ 小網オフィス  

演題：材料切断問題を考慮Lた段ボール箱の製造スケジューリング  

講師：金指正和（近畿大学工学部情報システム工学科〕  

演題：受注生産におけるサプライチェーン・プランニングのためのBOMの構築  

講師：安藤成之（ⅣE仁木クサソリューションズ）  

参加者：約35名  

2．収支報告  

収入  支出   

科目   金額   軍帽   金額   

繰越金   皇0，000  講演会謝礼 （講師3名〕   25，000   

支部交付金   40，000  （＠5，000円×1人＋  

＠10，000円X2人）   

合計   60，000  合計   2缶，000  

次期韓腰金   35，000   

奥山萄史周  

宜虎≠二郎  ⑳
 
 
 



資料4－3  

平成16年度「プロジェクトマネジメントと最適化」研究部会活動報告  
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1．研究部会実施報告   

（1）平成1占年6月4日（塵）14：45～16：15  
鳥取大学工学部大学院横：ヱ帽ゼミナール室（SCS教室）  
「データ解析のあの手この手」  

杉山哲朗〔中部品質管理協会〕  

（参加者）5ヨ名  

・後援＝鳥取大学産官学連携推進機構「情報・通信」研究領域   

（2）平成1占年11月1日（月）15：00～1占：00  
鳥取大学工学部寵気電子工学科棟 第ユ呂講義室  
「ソフトウェア信頼度成長モデルによるテスト管理施策導出とその効果的実践事例＿l  

藤原隆次（富士通周辺機（株）開発統括部）  

（参加者）19名  

・後援：鳥取大学産官学連携推進機構「情報・通信」研究簡域   

（3〕平成17年三月10日（木）14：00～1丁：ヨ0  
鳥取大学工学部大学院棟 2階ゼミナール童（SCS教室）  
「支部シンポジウム『信頼性工学シンポジウム』への共催」  

（信頼性工学に関する講演5件）  

（参加者）コ泊名  

・主催＝日本オペレーションズ・リサーチ学会中国・四国支部  
■ 後援：鳥取大学産官学連担推進機儲「情報・通信」研究領域  

2．収支報告  

収入  支出   

科目   金額   科目   金額   

支部交付金   ヰ0，0ロ0  研究資料作成費  15，000  

摘古屋1名，兵庫1名）  
支部シンポジウム共同開催費  】5，000   

合計   ヰ0，000   合計   ヨ0．000  

次期繰腰金   10，000   

凍虎真二申㊥  

鼻血葡軋層  ■・■J   
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A肌ARM200ヰ収支決算報告書  

自 平成15年7月29日  
至 平成16年10月14日  

参加費  登録1Dロ名（内 学生30名）  3．TO2，5ロ0  印刷費   ブローシンクス代〔＠US帥8．50〉り甜吉田   

利息  16  ブローシンケ見送料〔US鍾00）  

フロシーデインダス合計〔US臨ヰ6D）   806．88D  

467，5DO  

広島修道大学   300．000  ベジタリアン飯〔延バミ17名）   ヰ3，！椅0  

日本OR学会中国・四国支   ヱ00，000  コーヒーブレイク   12吼000  

．ロロ8    小計          会議備品  鞄（105個）  26丁．50D  

名札〔110個）  26．119          ペン＆レポート用紙（110セット）  了6．白9D                   運営費  垂れ慕（4枚）  22．260  
丁シャツ（25枚〕   60，63丁  

事務用晶   1皇1，了2ヰ  

実行委員会会議眉（8月26日〕   2ヰ．8ヱヱ  

運転手謝礼（2名）   ヰ．00D  

フェリー代（6g名）  之D．10D  
入 1了．60【I  

通訳ガイド壬用（2名）   5D．0ロロ  

アルバイト代（学会当日．延べ30名）   308．0ロ0  

保険料（10名〕   21．90D  

交通費・駐車場代〔事務局自家用車）   7ヰ．T15  

■＝ヰ9臥61  

懇親会要用  ウエルカム（100名〕   

雑費   振込手茹【料   15T．665  

31．90D  

その他  実行委昌交通寅補助（7名〕   1ヰ5．OtIロ  

合計  

束虎卓ユ申⑳  

奥山奇瑞J⑪   
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平成 17 年度支部役員（案） 
 

（五十音順，敬称略） 

役職 氏名 所属 再任，留任 

支部長 海生 直人 広島修道大学 （留） 

副支部長 大田 隆 中国電力 （留） 

（4名） 成久 洋之 岡山理科大学 （留） 

 村上 重道 マツダ （留） 

 山根 明 JFEスチール （新） 

運営委員 上野 信行 広島県立大学 （再） 

（16名） 宇佐川 雄士 中国電力 （留） 

 内田 耕司 四国電力 （留） 

 大橋 守 徳島大学 （留） 

 梶川 祐朗 株式会社エネルギア・コミュニケーションズ （留） 

 金指 正和 近畿大学 （留） 

 亀山 嘉正 岡山県立大学 （留） 

 土肥 正 広島大学 （再） 

 冨山 博文 四国電力 （留） 

 中村 仁士 中電技術コンサルタント （留） 

 日比野 政彦 安田女子大学 （留） 

 藤原 一浩 JFEスチール （留） 

 向井 勉 中電技術コンサルタント （留） 

 本岡 正則 中国新聞 （留） 

 山岡 祐一 JFEスチール （新） 

 山田 茂 鳥取大学 （留） 

監事 奥山 育英 鳥取大学 （留） 

（2名） 桑原 兵二郎 近畿大学 （再） 

幹事 岡村 寛之 広島大学 （留） 

（4名） 小柳 淳二 鳥取大学 （留） 

 得能 貢一 鳥取大学 （留） 

 林坂 弘一郎 広島大学 （再） 

顧問 尾崎 俊治 南山大学  

（4名） 貝川 健一 中電プラント  

 河合 一 鳥取大学  

 権藤 元 オーアールとく塾  
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1 

日本ＯＲ学会 中国・四国支部 
平成 17 年度 事業計画 
 

1. 総会 1回 

2. 運営委員会 2回 

3. 支部懇親会 2回 

4. 定例講演会 3回 

第１回：「進化的計算法での最適化について」，成久 洋之 氏（岡山理科大学） 

第２回，第３回：講師未定，日時未定 

5. シンポジウム 2回 

(a) 「2005 年度安全性・信頼性ワークショップ（仮称）」 

  日時：2005 年秋（9月もしくは 10月） 

  場所：広島大学、東広島市 

  共同組織委員長：土肥 正（広島大学）、藤本 由紀夫（広島大学） 

(b) 「ソフトウェアマネジメントシンポジウム（仮称）」 

  日時：１０月から１１月に開催予定 

  場所：鳥取大学 

  実行委員長：山田 茂（鳥取大学） 

6. 協賛・共催研究会等 １回 

(a) 日本経営工学会中国四国支部との共催 

  日時：１０月から１１月に予定 

7. 研究部会 

(a) アシュアランスモデルとその応用（継続 2年目） 

  主査：土肥 正  幹事：岡村 寛之，林坂 弘一郎 

(b) 次世代ロジスティックス&サプライチェーン（継続 3年目）  

  主査：上野 信行  幹事：奥原 浩之，重丸 伸二 

(c) プロジェクトマネジメントと最適化（継続 2年目） 

  主査：山田 茂  幹事：小柳 淳二，得能 貢一，佐藤 毅 

8. その他 

(a) 支部４０周年事業委員会 

 



日本オペレーションズ・リサーチ学会　中国・四国支部予算（案） 資料B－２ (1/1)

平成１７年度予算
　 予算 備考
（収入の部） 　 　
支部運営費　① 220,220
支部事業費　② 356,044
収入合計 576,264 　
（支出の部） 　 　
支部運営費 　
　　会議費 60,000 　
　　講演会費 60,000 　定例講演　\20,000×3回
　　部会費 120,000 　\40,000×3部会
　　通信運搬費 30,000 　
　　交通費 0 　
　　事務費 10,264 　
　　協賛費 20,000 　\20,000×1回
　　小計③ 300,264
支部事業費 　
　　シンポジウム費 80,000 　\40,000, \40,000
　　組織運営費 16,000 　支部40周年記念事業委員会
　　小計④ 96,000
支出合計 ③+④ 396,264 　
支部運営費残高 ①-③ = ⑤ △ 80,044 　
支部事業費残高 ②-④ = ⑥ 260,044 　
当期運営残高 ⑤+⑥ 180,000 　


